
様式第５号 

令和５年度 学校関係者評価実施用紙 
 

学校番号 10 学 校 名 田方農業高等学校 記 載 者 佐田 恵子 

 

評価 基   準 評価 基   準 

Ａ 十分目標を達成することができた Ｃ 
あまり目標を達成することができなかっ

た 

Ｂ おおむね目標を達成することができた Ｄ 
ほとんど目標を達成することができなか

った 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 

自己

評価 

関係者 

評 価 
意見 

ア 

農業高校で学ぶ知識と

技術をしっかりと体験

し身に着ける。 

（基礎学力の定着。実

験・実習を大切にする。） 

 

〇常に授業を大切

にし、準備をして

臨むことができ

た生徒 80％以上。 

〇基礎学力が定着

した生徒 70％以

上。 

〇毎日の学習活動

でＩＣＴを活用

した生徒 80％以

上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ Ｂ 

・授業準備等、生徒自ら学習環

境を整える取組は、学習への姿

勢や集中力等にも影響すると思

われるので、今後もぜひ御指導

願いたい。 

・毎日の学習に対して、どれだ

け生徒が満足しているかが重

要。 

・成果目標に対する達成状況は、

生徒等へのアンケートを使用し

ているが、できるだけ客観的に

図る指標（アウトカム指標）に

した方がよいと思う。 

・テスト結果など、学力を示す

指標が不足しており、基礎学力

の定着については判断しきれな

い。生徒と保護者の評価に乖離

があったのも、授業を大切にす

ることと知識の定着とで、着目

点に相違があったのかもしれな

い。 

・教員、生徒共授業に対する取

組がとても良い。 

・ＩＣＴを活用した個別最適な

学びを目指す中で、授業での活

用と共に、基礎学力の定着に向

けたＡＩドリル等を活用した、

家庭学習の取組等を期待した

い。 

・イ、ウの目標に向け、更に ICT

の活用の幅を広げ、将来に向け

力をつけさせたい。 



様式第５号 

イ 

自ら考えて、自他のため

に行動する力を身に付

ける。 

〇実験実習等で挨

拶や感謝の言え

る生徒 80％以上。 

〇自発的・積極的に

授業や家庭学習

に取り組む生徒

70％以上。 

〇自分の意見や考

えを持ち、他者の

意見を認める生

徒 70％以上。 

〇朝読書を有効に

活用できたとす

る生徒 60％以上。 

〇整理整頓を意識

し清掃が行える

生徒 90％以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

・生徒の達成状況が高く、自ら

考え行動する主体性の育成に向

けた指導の成果が表れている。 

・実習を通じて積極的な意見交

換や協働することは、社会に出

てからも役立つと感じた。 

・来校時の生徒からの挨拶は気

持ちが良い。また、生徒が学校

に誇りを持っている。今後も生

徒の思いを大切にした指導を願

う。 

・家庭学習に対する主体性に特

に課題が見られるようである。

基礎学力の定着も含め、授業と

家庭学習をつなげていく課題設

定等の取組が、期待される。（中

学校においても、家庭学習の習

慣化は課題となっている。） 

・自ら他者のために考えて行動

することは、実習や意見交換を

行う場を通して身に付いている

ことが確認できた。対して、自

身のための家庭学習や提出課

題、整理整頓への取組姿勢が希

薄であると感じた。これらを自

分ごととして捉えることができ

ると成果が変わってくると思

う。 

・生徒の自立心を向上させる取

組の成果が達成率に表れてい

る。 

・取組の弱い生徒やおとなしい

生徒をどう支援したらよいかを

成果目標に入れてはどうか。 

・達成状況はいずれも 80％以上

になっているので、来年度は成

果目標の見直しが適当と思われ

る。 

ウ 

将来の生き方・暮らし

方・働き方を考える。（キ

ャリア教育と進路指導

の充実） 

 

〇進路意識が高ま

った生徒 80％以

上。 

〇進路指導が十分

行われていると

感じる生徒 90％

以上、保護者 80％

以上。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

   

  Ａ 

 

・達成状況に教員の取組の成果

が出ている。今後も生徒自身が

自分の良さに気づき、適切な進

路選択ができるようお願いした

い。 

・農業や関連産業に関する知識

の習得は将来的に重要なので、 

更なる充実をお願いしたい。 

・計画的、組織的、熱心な指導

が素晴らしく、成果も上がって

いる。 



様式第５号 

・個々の探究も深めたい。 

・担当教員のきめ細やかな指導

に頭が下がる。限られた時間の

中での指導となるが、引き続き

お願いしたい。 

・３年間で体系的に職業や進路

について学べていると感じた。 

・１年次より進路について考え

る機会を設けており、生徒が目

標を立てやすいと感じる。 

エ 

学校農業クラブ・生徒

会・部活動によって自治

を学ぶ。 

〇学校農業クラブ

活動に積極的に

関 わ っ た 生 徒

70％以上。 

〇学校行事等を積

極的に行った生

徒 90％以上。 

〇子供が部活動に

満足していると

感 じ る 保 護 者

85％以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・具体的な成果は上がっている

ので、学校農業クラブの活動の

周知をしていただき、アンケー

ト結果に反映させたい。 

・大きい大会でなくとも、校内

での行事参加や協力に価値があ

ることを意識づけることも必要

だと思う。 

・検定、資格取得や全国大会等

の成果は農業クラブ活動の学び

の継続の成果であることを自覚

させたい。 

・自治にも目を向けさせたい。 

・部活動においては、今後も中

学校での取組に左右される状況

はやむを得ないと思われる。し

かし、その目的、成果はあるの

で、今後も状況を把握しながら、

取り組んでいってほしい。 

・大会での好成績より、大部分

の生徒は部活動に真剣に取り組

んでいることが分かる。また、

向上心のある生徒が多いと感じ

る。今後は、部活動に所属しな

い生徒がやりがいを見つけてい

くことが課題になると思われ

る。 

・クラブ活動や学校行事に携わ

ることで、チームビルディング

を学び、学校に対する愛着、誇

りを持つことができた。 

オ 

伊豆田方分校等との「共

生・共育」によって社会

の多様性について学ぶ。 

 

〇共生・共育の交流

活動５回以上。 

〇講師招請を含め

た地域連携活動

１回以上。 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

・今後もこれまで同様に計画的

な交流活動に期待する。 

・多様性について学ぶ機会が多

く、この先の時代の変化にも対

応できる意識を持つことができ

た。 

・同じ校舎内にあり、日常的に



様式第５号 

交流が生まれることが、多様性

を学ぶことに繋がり、温かい校

風になっていると思う。 

・自然体で共生・共育ができて

いることは素晴らしい。 

カ 

全ての生徒・教職員が安

全で安心して学ぶこと

のできる場をみんなで

つくる。 

〇特別支援教育や

教育相談、通級指

導の情報共有 10

回以上。 

〇地域防災訓練に

参 加 し た 生 徒

50％以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・個性の多様化や家庭環境の複

雑化が進み、フォローが大変な

面もあるかと思うが、職員が生

徒に向き合っている様子が伺

え、よく目が行き届いていると

の印象を受けた。 

・学校からの地域防災訓練の情

報発信と日頃の防災教育が重要

と感じる。義務においても課題

となっている。 

・地域の実情を見ていると、高

齢化が進み、本当に活動できる

人は限られている。若い高校生

の積極的な参加を希望する。 

・安全・安心な環境を作る意識

は高い。 

キ 

持続可能な社会をつく

るために、保護者や地域

社会と連携する 

〇時代に即したＰ

ＴＡ活動の実施。 

〇 Ｊ Ａ や 地 元 農

家・企業との連携

が促進。 

〇熟議が学校運営

に反映したと感

じる委員 90％以

上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・教育の持続可能を考える中で

は、学校、家庭（PTA）地域、関

係団体等が連携・協働して、社

会の循環の中で子ども・若者を

育成していくことは大前提であ

る。今後も社会に開かれた田方

農業高校の取組に期待してい

る。 

・地元企業との産学連携を積極

的に実施できる環境を増やし、

本校ならではの取組を強化する

ことで、強み、魅力としたい。 

・JAや地元農園、企業との連携

はさらに進めてほしい。 

・農業高校という特色を活かし、

地域と連携を図っていると感じ

た。企業として、工場見学、職

業体験、PTA見学と多方面で関

わることができた。学校運営協

議会も学校の在り方について考

える機会となっている。 

・さらに多くの人に来校しても

らう機会を作り、学校を知って

もらってはどうか。 

・先進的な農家ばかりでなく、

地道に農地、地域を守っている

人々の意見についても、学習に

取り入れてもらえれば有難い。 
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ク 

新しい時代の価値観に

沿った働き方、専門職性

を修得する。 

 

〇専門職性向上の

ための研修実施。 

〇ワークライフバ

ランスと生産性

向上。 

〇教職員の不祥事、

体罰、交通事故０

ゼロ件。 

〇監査、検査の注意

０件。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｂ 

・多様な研修を実施している。 

・研修の実施で、新しい知識を

持って生徒に接することは、非

常に素晴らしいと思う。 

・次世代を担う若者に求められ

ている資質・能力の育成に向け、

教職員の専門性向上に期待して

いる。 

・義務に押し寄せている教員の

働き方の見直しは、いずれ高校

にも少なからず波及すると思わ

れる。今後も教員自らが自身の

ワークライフバランスと専門性

の向上に向けた意識改革をお願

いしたい。 

・ワークライフバランスについ

ては、部活動等を含めた変則的

な勤務もあり課題は多いと感じ

るが、教職員間のコミュニケー

ションを図りながら取り組んで

ほしい。 

・忙しく仕事が多い中、ワーク

ライフバランスの意識改革の推

進は必要。心身共に健康で豊か

な教師と学ぶ学校から心豊かな 

生徒は育つ。 

・教員の働き方改革は企業と異

なり、仕事とプライベートの線

引きが難しいところにあると思

う。 

・教職員の不祥事、事故ゼロで

終われることは、自己管理がで

きていると考える。 

                               


